4.3.5  水質

（１）現況把握の方法
１）資料調査

槇尾川及び大津川の水質の現況について、「平成20年度　大阪府域河川等水質調査結果報告書」（大阪府）等により、生活環境項目、健康項目及びダイオキシン類の調査結果について整理する。

槇尾川及び大津川での水質の資料調査地点位置は、図4-2に示すとおりであり、選定した水質予測項目の測定状況は、表4-3-14に示すとおりである。
表4-3-14　槇尾川及び大津川の水質調査項目

	測定地点　
測定項目
	和田町

槇尾川
城前橋
	槇尾川
繁和橋
	大津川

高津取水口
	大津川
大津川橋

	流　　量
	－
	○
	○
	○

	生活環境項目
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記　　号

名　　称

増設区域

既許可区域

事業計画地

凡　　　例

ＢＯＤ,ＣＯＤ,ＳＳ,

全窒素,全燐,全亜鉛の６項目
	○
	○
	○
	－

	健康項目
[image: image2.wmf]<凡例>

　　水質調査地点（既存調査）

Ｎ

事業計画地

<最終処分場>

          既許可区域



      　　増設区域

ｶﾄﾞﾐｳﾑ,全ｼｱﾝ,鉛,六価ｸﾛﾑ,砒素,

総水銀,ｱﾙｷﾙ水銀などの27項目
	○
	○
	○
	－

	ダイオキシン類
	－
	－
	－
	○


資料：「平成20年度　大阪府域河川等水質調査結果報告書」（大阪府）
「平成20年度　和泉市水質調査結果報告書」（和泉市）

「平成20年度　大阪府域のダイオキシン類常時監視結果報告書」（大阪府）
２）現地調査（既存調査）

青池の下流に位置する新池上・新池下から流下する水は、農業用水として利用されている。したがって、青池、新池上及び新池下内（図4-3-5　参照）での水質の現況を把握するため、水質の現地調査を実施しており、その既存調査結果より現況を把握する。
調査概要は、表4-3-15に示すとおりである。当該地域の降雨量は夏季に多く、冬季に少ない。なお、河川水量は農業利水のための水門操作に主として依存する状況にある。
調査項目等については、低水期とした時期に生活環境項目、農業用水項目、健康項目及びダイオキシン類を１回、平水期とした時期に、生活環境項目及び農業用水項目を２回（農業用水利用初期及び利用中）を実施している。

表4-3-15　水質の現地調査概要
	調査項目
	生活環境項目、農業用水項目、健康項目、ダイオキシン類、流量

	調査地点
	事業計画地下流のため池３地点（図4-3-5参照）
・採水位置　：　青池、新池上、新池下の池中央付近

・流量観測　：　新池下の放流口　

	調査時期
	・生活環境項目

・農業用水項目
	低水期：平成21年3月17日
平水期：平成21年6月4日（農業用水利用初期）

：平成21年8月5日（農業用水利用中）

	
	・健康項目

・ダイオキシン類
	低水期：平成21年3月17日

	調査方法
	・水質汚濁に係る環境基準に示された方法

・JIS K 0312に示す方法


３）自然条件及び社会的条件

自然条件及び社会的条件の現況把握は、既存の文献、資料により行うこととする。

なお、土地利用、住居等の現況把握については、「3.4.6　環境保全対策　（１）環境保全対策に係る地域の概況」で、また、関係法令については、「3.4.6　環境保全対策　（３） 排ガス、放流水、騒音・振動等に係る排出基準等の規制基準及び環境基準等」において整理している。

図4-3-5　水質の現地調査地点

（２）予測方法

予測項目は、浸出水処理施設からの処理水放流による河川水質に係る生活環境項目、農業用水項目、健康項目及びダイオキシン類とする。

予測の概要は、表4-3-16に示すとおりである。

表4-3-16　河川水質に係る予測の概要
	予測項目
	生活環境項目、農業用水項目注１）、健康項目及びダイオキシン類

	予測地点

(図4-2)
	・新池下の放流口

・槇尾川の和田町城前橋

・槇尾川の繁和橋

・大津川の高津取水口

・大津川の大津川橋注２）

	予測手法
	完全混合式注３）

	予測時期
	低水期及び平水期


注１）農業用水項目の予測結果と農業用水基準値との比較については、新池下の放流口のみとする。

注２）ダイオキシン類のみを予測項目とする。

注３) 予測手法については、放流水質と下流側の河川水質を比較し、放流水質の方が同じ又は低いか、放流水質が定量下限値未満の場合は、影響が小さいものとし、数値計算（完全混合式）による予測を省略し、定性的な予測とする。
①　予測の基本的な考え方

増設区域の最終処分場の稼動に伴って増加する浸出水処理施設からの処理水放流による河川水質の影響の程度を、数値計算による定量的な手法により予測を行う。また、既許可区域の浸出水についても、本計画の浸出水処理施設で処理することから、その影響も併せて予測する。

なお、放流水質と下流側の河川水質を比較して、放流水質の方が同じ又は低いか、放流水質が定量下限値未満の場合は、影響は小さいものとし、数値計算による予測を省略する。
②　予測地点

予測地点は、図4-2に示すとおり、生活環境項目及び健康項目については資料調査が実施されている槇尾川の和田町城前橋、繁和橋、大津川の高津取水口と現地調査を実施した新池下の放流口とする。また、ダイオキシン類については大津川の大津川橋とする。

なお、農業用水項目の予測結果と農業用水基準値との比較については、新池下の放流口のみで行うこととする。

③　予測手法

予測手法は、完全混合式を用いた定量的予測とする。

④　予測対象時期

予測対象時期は、低水期及び平水期とする。

⑤　予測条件

予測条件は、事業計画、既存資料調査結果及び現地調査結果等を基に設定する。
＜事業計画の条件＞

・受入廃棄物等の種類及び性状

・浸出水処理設備能力及び日排水量

・浸出水の処理フロー

・放流水の水質

＜将来濃度＞

・浸出水処理施設からの放流水による水質汚濁濃度と現在の環境濃度を重合して、将来濃度を予測する。

（３）影響の分析

１）　分析の基本的な考え方

放流水による水質汚濁の影響の分析は、予測の結果を踏まえ、水環境への影響が実行可能な範囲内で回避され、又は低減されているものであるか否かについて、明らかにするとともに、環境基準や生活環境の保全上の目標と予測値を対比して、その整合性を検討することにより行う。

2）　分析の方法

 ①　影響の回避または低減に係る分析

適切な水質汚濁防止対策が採用されているか否かについて検討すること等の方法により行う。

 ②　生活環境の保全上の目標との整合に係る分析

生活環境の保全上の目標は、以下に示すものから選択する。また、分析は、生活環境の保全上の目標と予測結果を対比すること等により行う。

・環境基本法に基づく環境基準

・「大阪府が定める大阪府環境総合計画、大阪地域公害防止計画及び和泉市が定める和泉市環境基本計画等の環境に関する計画・方針に定める目標の達成と維持に支障を及ぼさないこと。」を環境保全目標とする。

4.3.6  地下水（地下水の流れ）

（１）現況把握の方法
１）現地調査（既存調査）

事業計画地及びその周辺地域において、現況の地下水位及び地下水の流動を把握するため、表4-3-17に示す現地調査を実施しており、その既存調査結果より現況を把握する。
表4-3-17　地下水の現地調査概要
	調査項目
	地下水位、地下水位の流動

	調査地点

（図4-3-6）
	①既許可区域の敷地内（５カ所）

②増設区域の敷地内（敷地東側付近：２カ所、敷地南西側付近：４カ所）
③大栄環境㈱管理地内（５カ所）

	調査時期
	①平成12年８月

②平成12年８月（敷地東側付近：２カ所）、平成14年２月（敷地南西側付近：４カ所）
③平成14年１月（２カ所）、平成16年７月（３カ所）

	調査方法
	ボーリング調査

	調査回数
	各１回


２）自然条件及び社会的条件
自然条件及び社会的条件の現況把握は、既存の文献、資料により行うこととする。

なお、土地利用等の現況把握については、「3.4.6　環境保全対策　（１）環境保全対策に係る地域の概況」において整理している。
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図4-3-6　地下水の現地調査地点
（２）予測方法

①　予測の基本的な考え方

施設（埋立地）の設置に伴う事業計画地内の地山掘削による地下水の水位や流動状況への影響を、事業計画地周辺における現地調査結果及び施設計画を基に定性的な予測を行う。

②　予測地点

予測地点は、事業計画地周辺地域とする。
③　予測手法

予測手法は、現地調査結果及び施設計画等を基に定性的な予測を基本とする。
④　予測対象時期

予測対象時期は、埋立量が最大となる埋立終了時期とする。
⑤　予測条件

予測条件は、現地調査結果（事業計画地周辺の地下水の水位や流動状況）及び以下に示す事業計画を参考とする。
・土地の造成計画

・埋立地の遮水構造
（３）影響の分析

１）　分析の基本的な考え方

地下水の水位や流動状況への影響の分析は、予測の結果を踏まえ、地下水への影響が実行可能な範囲内で回避され、又は低減されているものであるか否かについて、明らかにするとともに、生活環境の保全上の目標と予測結果を対比して、その整合性を検討することにより行う。

2）　分析の方法

 ①　影響の回避または低減に係る分析

適切な地下水流動保全対策や地下水質保全対策が採用されているか否かについて検討すること等の方法により行う。

 ②　生活環境の保全上の目標との整合に係る分析

生活環境の保全上の目標は、以下に示すものから選択する。また、分析は、生活環境の保全上の目標と予測結果を対比すること等により行う。

・「大阪府が定める大阪府環境総合計画、大阪地域公害防止計画及び和泉市が定める和泉市環境基本計画等の環境に関する計画・方針に定める目標の達成と維持に支障を及ぼさないこと。」

・「周辺地域の生活環境に著しい影響を及ぼさないこと」
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